
金
滞
古
蹟
志
巻
七

右
衛
門
商
人
普
商
事
行
を
命
ぜ
ら
る
L
を
起
本
と
す
と
一
式
ふ
。
按
宇

る
に
、
普
請
合
所
は
そ
の
さ
き
蓮
池
の
織
に
在
り
た
る
な
ら
ん
。
今

の
普
詩
曾
所
の
地
に
定
る
も
亦
共
の
年
月
不
v
可
v
考
と
あ
り
。
湯
穂

抵
府
の
藩
図
官
職
過
考
K
-
E
ふ
。
普
溺
奉
行
共
の
始
め
未
v
詳
。
世
停

に
一
宮
ふ
。
常
職
古
は
人
持
組
よ
り
勤
む
と
云
ふ
。
按
宇
る
に
、
蛍
時
進

普
方
主
附
の
如
〈
、
臨
時
共
奉
行
に
人
持
組
の
人
々
へ
特
命
あ
り
た

り
け
ん
・
伊
藤
内
勝
等
勤
め
た
る
由
見
ゆ
。
元
和
六
年
大
坂
披
普
請
.

高
治
元
年
江
戸
天
主
産
或
は
尾
張
那
古
屋
披
普
諦
手
停
等
の
時
は
.

皆
惣
奉
行
は
闘
老
・
執
政
の
人
々
を
命
ぜ
ら
る
。
共
時
機
に
因
て
の

事
也
と
推
察
す
ぺ
し
。
後
の
普
諦
奉
行
は
寛
文
以
来
四
人
宛
有
v
之
と

見
ゆ
。
元
秘
年
中
よ
り
三
人
宛
た
り
。
と
い
へ
り
。
平
吹
按
4
7
る
に
、

雄
日
諦
奉
行
の
名
は
、
既
に
藩
組
利
家
卿
の
時
御
普
請
奉
行
宮
川
輿
左

衛
門
を
云
々
と
い
ふ
と
と
.
村
井
長
明
の
陳
善
録
に
見
h
‘
寛
永
四

年
士
院
に
‘
御
普
請
事
行
千
石
鈴
木
孫
左
衛
門
・
千
石
別
所
勘
右
衛

門
・
五
百
石
松
岡
太
郎
兵
衛
と
記
載
す
。
右
名
前
に
て
考
ふ
る
に
、
普

競
奉
行
と
て
定
役
と
な
し
置
か
れ
た
る
も
‘
藩
組
利
家
卿
園
初
以
来

の
事
怠
り
と
聞
ゆ
。
然
ら
ぽ
三
州
志
に
・
慶
安
元
年
宮
崎
太
左
衛
門
・

熊
谷
久
右
衛
門
雨
入
を
被
v
命
を
起
本
と
い
ふ
は
非
也
。
又
務
閣
官
職

る
を
園
役
と
云
ふ
。
是
則
ち
普
請
役
た
り
。
故
に
姥
川
親
元
紀
に
、

究
正
六
年
四
月
二
日
仙
洞
御
遊
替
の
普
勝
暴
行
と
い
ふ
事
見
え
た

り
。
織
田
・
盟
臣
家
の
頃
普
諦
方
の
事
、
信
長
記
・
太
閤
記
等
に
見
b
.

徳
川
家
に
至
り
、
慶
長
十
五
年
の
名
謎
屋
城
普
請
.
元
和
六
年
の
大

阪
城
普
簡
な
ど
は
、
皆
緒
藩
へ
園
役
を
以
て
創
嘗
し
、
監
を
盤
ち
石
積

を
命
ぜ
ら
る
。
吾
が
萄
審
に
も
天
正
十
七
年
利
家
卿
の
姪
智
中
川
武

裁
守
容
っ
き
、
会
儀
普
請
役
過
分
の
未
遜
有
v
之
由
、
普
請
奉
行
よ
り

注
進
す
。
利
家
卿
公
儀
普
請
・
軍
役
等
は
、
武
士
の
第
一
可
ν
動
所
業

也
。
そ
れ
を
疎
略
し

τ自
分
の
筑
紫
を
第
一
と
し
、
傍
輩
を
倒
す
事
盗

賊
に
似
た
り
。
罪
科
軽
か
ら
・
?
と
仰
せ
ら
れ
、
能
登
園
津
向
と
い
ふ

蕗
へ
配
流
せ
ら
る
と
二
ニ
登
記
に
記
載
す
。
さ
れ
ば
奮
審
園
初
以
来
普

荷
役
を
ぽ
賭
士
へ
割
賞
し
、
家
総
高
に
臨
じ
出
さ
し
め
ら
れ
し
事
知

ら
れ
け
り
。
故
に
、
文
総
元
年
金
滞
の
城
姐
り
に
墜
を
盤
ち
‘
石
垣
を

築
か
し
め
ら
る
L

に
依
っ
て
、
戸
室
山
よ
り
積
石
を
伐
り
出
す
。
是
金

海
域
普
諦
の
起
源
た
ら
ん
か
。
此
の
後
慶
長
十
五
年
に
尾
張
名
護
屋

の
城
普
摘
を
徳
川
家
よ
り
命
ぜ
ら
れ
、
中
納
官
利
常
卿
出
役
し
給
ム
。

留
主
中
国
老
篠
原
出
mm
守
一
孝
飴
閑
あ
る
を
以

τ、
緒
士
陀
課
し
、
金

棒
披
の
外
壁
を
掘
ら
し
む
。
共
の
頃
は
普
諦
役
珍
し
き
と
て
不
自
に

金
滞
古
蹟
蔀
巻
七

四

通
考
の
訟
も
競
け
が
た
し
。
銀
明
治
二
年
務
主
従
三
位
民
事
卿
封
土

を
事
選
し
‘
城
内
を
退
去
せ
し
に
付
き
・
城
中
の
普
請
方
も
慶
止
せ

ら
れ
、
普
請
奉
行
等
を
ぽ
菟
除
せ
ら
る
。
故
陀
普
請
曾
所
も
不
要
と

成
る
o
共
の
頃
接
賢
舘
と
改
稿
し
、
賭
務
遊
憾
の
士
族
に
廠
使
し
、
傍

ら
新
書
籍
を
衆
人
民
翻
閲
さ
す
る
所
と
た
し
・
英
人
X
I
ス
ボ
シ
愛

に
居
せ
し
を
、
共
の
後
紳
護
寺
の
勤
途
舘
を
移
し
‘
明
治
凶
年
東
方

民
平
へ
貸
渡
し
に
相
成
り
、
翌
年
の
容
同
人
大
聖
寺
へ
蹄
り
・
明
家

と
な
る
を
、
同
六
年
八
月
共
立
枇
と
す
と
い
へ
り
。

O
普
請
役
来
歴

普
諒
の
名
目
は
、
文
安
元
年
に
撰
び
た
る
下
畢
集
に
、
普
諦
昌
諸
人
-

作
事
e

故

-xa普
蹄
-
者
也
。
と
見
h
.
い
に
し
へ
高
備
の
衆
生
を
勤
め

て
、
橋
梁
を
架
く
る
を
ぽ
橋
普
請
と
稽
す
。
是
そ
の
名
目
の
起
原
に

て
.
普
請
は
勧
化
の
意
、
元
は
悌
家
よ
り
出
で
た
り
と
い
へ
り
。
績

日
本
紀
巻
一
文
武
天
皇
四
年
三
月
の
道
照
和
倫
停
に
‘
於
v
後
周
匙

天
下
吋
路
傍
穿
v
井
@
諸
津
拙
例
底
儲
ν
儲
進
v
橋
。
乃
山
背
園
宇
治
橋
.
和

倫
之
所
=
創
造
-
者
也
。
と
あ
る
・
是
橋
普
請
の
見
h
た
る
起
原
友
ら
ん

か
。
さ
て
中
古
朝
廷
御
衰
微
の
頃
、
公
家
・
武
匡
の
緒
庄
聞
及
び
紳
枇

悌
閣
の
領
所
等
に
割
賞
し
て
、
禁
裏
治
饗
の
用
途
な
ど
を
出
さ
し
む

落
成
す
。
是
を
俗
に
侍
普
請
と
呼
ぺ
り
と
、
=
一
州
志
等
に
い
へ
り
。
さ

て
共
の
普
諦
役
の
定
、
園
初
は
如
何
あ
り
け
む
。
利
常
卿
以
来
は
、
緒

士
の
家
除
草
商
百
石
に
、
普
荷
役
高
一
年
分
惣
人
数
百
二
拾
一
人
六

分
六
犀
と
し
、
十
ヶ
日
之
内
三
ヶ
日
相
勘
む
る
に
よ
り
、
是
を
三
歩
役

と
い
へ
り
。
但
し
大
身
は
人
役
と
て
役
人
を
ぽ
出
し
‘
小
身
は
銀
役
と

て
銀
子
に
て
出
す
定
た
り
。
人
役
は
紋
足
極
・
役
小
者
と
稀
し
.
普
蹄

品
開
所
へ
出
勤
せ
し
め
、
普
請
奉
行
の
指
揮
に
従
ひ
、
戸
室
山
に
歪
り
城

中
入
用
の
石
を
伐
り
出
さ
し
め
、
城
廻
り
の
石
垣
等
破
壊
の
用
に
備

ふ
。
是
普
締
役
の
事
務
な
り
き
。
叉
穴
生
方
と
て
石
積
の
棟
梁
あ
り

て
、
普
諦
方
の
石
積
二
十
人
・
石
切
友

E
の
惣
裁
た
り
。
穴
生
は
江
州

穴
生
村
よ
り
出
で
た
る
石
工
共
に
て
、
藩
組
利
家
卿
越
前
府
中
に
在

城
し
給
ふ
頃
、
穴
生
源
助
・
小
川
長
右
衛
門
を
召
出
さ
れ
‘
石
積
の
主

裁
と
た
し
給
ふ
。
中
に
も
穴
生
源
助
が
子
孫
連
綿
し
て
普
諦
方
を
勤

む
と
云
ふ
。
故
に
後
々
ま
で
も
石
積
の
者
共
を
ば
穴
生
方
と
呼
ぺ
・

り
。
皆
披
普
請
方
を
専
務
と
友
せ
り
。
さ
て
今
世
人
作
事
方
を
ぽ
普

諦
と
稀
す
れ
ど
、
作
事
と
普
鵠
と
は
格
別
な
り
。
故
に
沓
藩
中
は
作

事
所
と
普
請
曾
所
と
は
別
所
に
て
、
奉
行
人
は
異
な
り
。
作
事
所
は

城
中
の
作
事
向
を
初
と
し
、
凡
て
務
費
を
以
て
建
替
を
命
ぜ
ら
る
h
・
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